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令和７年度第３回島田市廃棄物減量等推進協議会 議事録 

 

日 時 令和７年 12月 10日（水）14時 00分から 15時 15分まで 

場 所 田代環境プラザ ３階 大会議室 

出席者 別紙出欠表のとおり 

 

次 第 

１．開会 

２．あいさつ  酒匂課長補佐、草野会長 

３．議事 

 （１）協議事項「一般廃棄物処理基本計画 素案の確認について」 

   素案確認の前に、「おいくら？」の使用方法等について再度説明をして欲しいとの提

案があったため、事業概要等の説明を資料１により行い、資料２により今年度の査定実

績の紹介を行った。 

   質問①（服部委員）Ｑ＆Ａでは階段作業等で別途費用が発生すると書いてあるが、２

階から搬出をお願いするときは費用が発生するのか？またリサイクル料金が

発生する家電は買い取ってもらえるのか？壊れているものは対象外となるの

か？ 

   回答①（事 務 局）買取業者ごとに出張費用の値段設定は異なるため、個別に確認を

してもらうことになる。破損状況が顕著な物や安全面が損なわれている物以外

は、買取業者の判断となるため査定してみなくてはわからない。 

 

   質問②（田中委員）田代環境プラザで持ち込まれたゴミを選別し売れそうな物を市が

おいくら？に出品することはないのか？ 

   回答②（事 務 局）質問のような形に近い取組をしている自治体は聞いたことがある

が、その際は専用のストックヤード等を新設する必要があり、現在はあくまで

もゴミとして持ち込まれたものであるため、市が許可なく出品することはでき

ない。今後ごみの持込者に「おいくら？」のチラシを配布するなどして、ゴミ

として排出しない対策を検討していきたい。 

    

   素案の確認について、資料及び素案を用いて前回協議会からの変更点及び協議内容を

反映した結果についての説明を行った。 

  〇【素案ｐ1、10～14】前回調整中または情報が更新されていなかった、第３次島田市

総合計画及び第３次環境基本計画の内容を最新のものに反映した旨の説明を行った。 

  〇【素案ｐ36】今回計画における数値目標の設定根拠の説明について、一人１日あたり

のごみ排出量を中心に資料３、資料４、資料５を用いて行った。設定根拠としては、上

位計画として環境基本計画で定めたＲ14 における一人１日あたりのごみ排出量の目標

値 760 グラムを達成する必要があるため、環境基本計画をもとにＲ17 での推計値を試

算し、試算値を今回計画のＲ17 の目標値として設定したところ、Ｒ６を基準にした削

減目標率は７％となる。また、この削減率をもとにごみに関する各項目のシュミレーシ

ョンをもとに、個別目標１、個別目標２の令和 17年度における目標値を設定した。 

  〇【素案ｐ45】６ごみ処理施設の整備に関する事項については、前回調整中としていた

が、田代環境プラザ長寿命化計画の内容を抜粋し掲載を行った。 
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  〇【素案ｐ38～42】における取組内容について、前回の協議会での意見について資料６

をもとに反映した内容の説明を行った。 

   ①キエーロの大きさの課題やＰＲの機会の必要性についての意見 

   ◆キエーロの簡易版「プチっとキエーロ」作製講座の開催や作製キット給付事業によ

り、家庭での生ごみ減量化の取組啓発を推進します。 

   ⇒今年８月に作製講座を開催したが、今回 12月 26日（金）、27日（土）に同様の講

座及び２月にワークショップを開催することとなったため、併せて募集の案内を行っ

た。「別添「プチっとキエーロ」作製講座等案内参照」 

   ②おいくらの周知の必要性についての意見等 

   ◆家庭での不用品の有効活用を図る「おいくら？」を PRし、利用促進を図ります。 

   ③廃食用油の回収拠点に係る利便性等の意見 

   ◆廃食用油の拠点回収について、利用促進のため適宜回収場所の見直しを行います。 

   ④ごみ収集カレンダーについて、見易さの改善や公式ＬＩＮＥの活用、周知の必要性

についての意見 

   ◆わかりやすいごみ収集カレンダーを作成・配布し、市民のごみ減量・資源化への意

識を啓発します。 

   ◆本市公式 LINEを活用したごみ収集カレンダーの電子化を検討します。 

   ◆ごみの減量や資源化に関する情報の発信を促進させるため、本市ホームページ、広

報、FM島田等の活用や、適宜ごみ収集カレンダーの見直しを行います。 

   ⑤今後のごみの有料化に対する方向性についての意見 

   ◆指定ごみ袋の有料化（処分費上乗せ）を調査研究します。 

   ◆粗大ごみの戸別収集の有料化を検討します。 

   ◆田代環境プラザの自己搬入ごみの有料化を検討します。 

  〇【素案ｐ49】における本誌の食品ロス量の推計値について試算方法を掲載した方がよ

いとの意見があったため、表 3-2-2及び表 3-2-3で試算の経過を掲載した。 

  〇【素案ｐ54】における市の取組役割について、前回協議会でフードバンク事業の周知

の必要性について意見があったことから「フードバンク事業について、市ホームペー

ジでの啓発や事業者への周知により普及促進をする」項目を追加した。 

   

  質問①（服部委員）キエーロの普及について以前使っていたがコバエが発生してやめて

しまったため、何か対策はあるか？ 

     （川邉委員）キエーロ内の土は使用していくと増えないのか？ 

  回答①（事 務 局）コバエの発生はキエーロを置く場所の周辺環境や入れる生ごみの種

別、頻度によって左右されるため、日当たりがある程度確保され風通

しの良い場所に設置したり、一度に多くの生ごみを入れ過ぎたりしな

いなどの対応が必要であるが、一概に必ず発生しないという手法はな

い。 

     （草野会長）一度に約 900ｇまでの野菜くずを入れるようにしている。土は基本

的に増えたり減ったりはせず、10 年以上使って１、２回程度しか補

充していない。 

  質問②（服部委員）リチウムイオン電池の排出方法は今後どうなるか？ 

  回答②（事 務 局）取組の中でも掲載しているとおり、効果的な回収、処理方法につい

て調査研究を継続していくが、現段階の暫定的な回収方法としてリサ
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イクルができない物に限って旧清掃センターまで持ち込んでもらっ

ており、今後環境省等で全体的な処理に係る指針等が示されるまでは、

現状の回収方法により対応をしていく。 

  質問③（田中委員）最終処分場の方針については民間委託で確定しているのか？ 

  回答③（事 務 局）ご質問のとおり最終処分場は民間委託による対応で方針が決定して

いる。 

 

４．その他 

次回の開催日程については３月の上旬に開催を調整する旨の説明及びパブリックコメン

トの募集を令和８年１月７日（水）から２月６日（金）まで実施する旨の報告を行った。 

 

以上 


